
上下水道事業のお財布事情 
上下水道事業は、教育や福祉、道路整備など行政の基本的な事業の会計であ
また、お金の管理がしやすいように、下表のとおり、「事業を運営するための

14.00
H27 R3

14.50

15.00

15.50

16.00 15.71

約 7％減少約7％減少

約 4％減少

14.61

下水道料金収入（億円）

H27 R3

65,000

70,000

75,000

80,000 78,196

75,107

下水道利用者（人）

8,500,000
H27 R3

9,000,000

9,500,000

10,000,000

10,500,000

9,377,965

10,064,398

下水道使用量（㎡）

60,000

建設改良費
8 億円

借金返済
16.4 億円

補助金ほか 3.7 億円
借入金 3.3 億円

利息 3.1 億円

燃料・電気代 1.7 億円
人件費 1.2 億円
その他 1.3 億円

委託料 5.3 億円

減価償却費
 20.4 億円

その他
6.8 億円

下水道料金
14.6 億円

不足額
11.6 億円

補てん

図 A 事業を運営するための収支
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図 B 施設を建設・更新するための収支
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分かりやすく教えてＱ＆Ａ
Ｑ �下水道の経営状況は
　 どうなっているの？
A  �下水道事業は、11.6億円不
足で赤字となり、非常に厳し
い経営状況です(図Ⓐ：事業
を運営するための収支)。

Ｑ �不足額の合計29億円（①＋②）
　 あるけど大丈夫なの？
A  �上水道事業とは違い、減価償

却費だけでは補うことができ
ず、追加の資金を投入しなけ
れば、倒産するような非常に
厳しい経営状況です。

Ｑ �今後はどうなるの？
A  �下表のとおり、今後も人口減

少や節水機器の普及により、
下水道利用者や使用量は年々
減少し、料金収入も減少して
いく見通しです。また、処理
施設の修繕費や光熱水費など
の維持管理費用の増加が見込
まれ、さらに追加の資金を投
入しないと維持できない状態
が続きます。
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